
自作教材の紹介 

○ ADHD等で落ち着いた学習が難しい児童に、「引っぱる」動作で楽しく学べる漢字学習教材 

   「漢字の読みトレーニングゲーム ひっぱれ～」 

 

１ ねらい 

・ 言葉が窓枠にぴたりとおさまるよう、気持ちを落ち着けて少しだけカードを引くことができる 

【心理的安定、手先の器用さ】 

・ 既習漢字の読みを習得する【言葉の読み】 

 

 

２ 指導の内容 

（１） 準備物     

細長い長方形のカード６枚、窓枠の開いた袋（上部にカードと同じ幅の出口） 

 

（２） 使用手順 

① あらかじめ読ませたい言葉を細長いカードに書いておき、 

６枚ほどを重ねて、窓枠付きの袋に差し込んでおく 

② 児童は矢印の方向に少しだけカードを引っぱり、 

言葉が現れたら、それを読む。 

③ ちょっと引いては窓枠の言葉を読むことを繰り返し、 

カードが全部引き切れたら、裏返して横に置く。 

④ １枚引き終わっても、その次のカードがすでにセットされているので、 

以降も同じように繰り返す。 

⑤ あらかじめセットされていた枚数を全部引き終われば、終了。 

「ゲームクリア」をともに喜び合う。 

 

 

３ 指導上の留意点  

・ 開始前に、「全部クリアできるかな？」など、意欲を高める声掛けを 

したり、「タッタラッタラ～」などの効果音を口ずさんだりして、 

動機づけを行う。 

・ ひとつ読めるたびに「OK！」などの短い声かけで認めるようにする。 

・ 読めないときは、最初の読みだけ知らせたり、教科書の前後に出てくる 

言葉をヒントにしたりする。（「研究」なら「ありの・・・？」）など。 

 


